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論文の内容の要旨

　トロポミオシンはトロポニンと共に筋収縮調節タンパク質の一つとして重要な機能を持つ。近年の研究により，

筋肉以外の細胞にもトロポミオシンアイソフォームが普遍的に存在する事が明らかにされている。非筋肉細胞の

一つであるウニ卵においては，異なる分子量及びpI値を持つアイソフォームが複数個存在する。これらのアイ

ソフォームが細胞内で独自の機能を遂行していることを検証するために次の2つの研究を行った。

　1．ウニ発生過程におけるトロポミオシン・アイソフォームの量的・質的変動の解析

　バフンウニ卵には，筋肉タイプのTM1と非筋肉タイプのTM2及びTM3が存在する。これらの量が発生遇

程でどのように変動するのかを調べるため，各発生段階の胚よりトロポミオシン分画を調製し，2次元電気泳動

法を用いて解析を行った。その結果，トロポミオシン・アイソフォームの総量は受精後から原腸胚期まで徐々に

増加し，その後プルテウス幼生期まで大きな変化は見られず，各アイソフォームの量比の変化も見られなかった。

　このように発生過程に増加するトロポミオシンは母性脇RNAか胚㎜RNAに由来すると考えられるが，それぞ

れに由来するトロポミオシンを区別することはできない。しかしながら，ウニ卵トロポミオシン・アイソフォー

ムは種によって異なる分子量とpI値を持つことから異種聞のトロポミオシンを電気泳動パターン上で区別する

ことが可能である。そこでアカウニとバフンウニ間で交雑胚を作製し，その発生過程において発現する父系の遺

伝子に由来するトロポミオシンを，2次元電気泳動法とイムノブロッティングによって検出した。その結果，バ

フンウニ由来のトロポミオシンは原腸胚期前後に検出され始め，その量はプルテウス幼生期まで増加した。それ

らのアイソフォームの量比は，前述したバフンウニの発生でのそれと類似していた。胚の遺伝子の由来するトロ

ポミオシン・アイソフォーム問の量比が一定であることにより各アイソフォームの発現が同一の発現調節を受け

ているということが証明できたと考えられる。

　2、ウニ卵トロポミオシン・アイソフォームのアクチン結合性の解析

　トロポミオシンはアクチンに結合し，アクチン細胞骨格を制御する。個々のアイソフォームのアクチン結合特

性の違いは，アイソフォームの機能上の差異を反映すると考えられる。そこで，エゾバフンウニ卵から32Kと

30Kの各アイソフォームを単離しアクチンに対する結合性を共沈法によって解析した。その結果，30Kのアク

チン結合性は32Kのそれと比較してかなり低いこと，30Kのアクチン結合性は32Kが存在することによって大

きく影響されること，30Kのアクチン結合性を上昇させる能力は32Kに特有であることが示された。また，32
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Kと30Kの問にユ：1の比での相互作用が生じている可能性が示唆され，同様な実験系を用いて，アクチンに

結合した分画を解析した結果，32K－32K聞の相互作用よりも32K－30K問のそれの方が強いことが証明でき

た。

　以上の結果から，2つのタイプのトロポミオシン・アイソフォームは明らかに機能上の違いがあり，細胞内で

筋肉タイプ・アイソフォームが非筋肉タイプ・アイソフォームのアクチン結合性を調節する機能を有していると

考えることが可能である。更に，そのような調節的機能を果たすためには，細胞内でそれぞれのアイソフォーム

が，つねに一定の量比で存在することが必要であることが分かった。

審査の結果の要旨

　本研究では，性格の非常に類似したウニ卵トロポミオシンアイソフォームが卵発生の過程でどのように発現さ

れるかを詳細に分析するとともに，これらを単離精製して，類似した分子でありながらも，異なった機能を果た

していることを明確に証明した。トロポミオシンの機能的研究は筋肉を用いて行うのが一般的である中にあって，

非筋肉細胞におけるこの分子の機能的差違を明確にしたことは特異な成果と認められ，非筋肉細胞における細胞

運動制御の機構を理解する上で重要な研究成果であると評価できる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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